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特
　
集
◆
資
源
回
収
に
ご
協
力
を

Tow
n

ReportSpecial

５
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト
ス
ペ
シ
ャ
ル

私
た
ち
の
生
活
環
境
の
中
か
ら
出
る
ご

み
。
こ
の
ご
み
は
ど
ん
ど
ん
増
え
続
け
、

処
理
に
必
要
な
経
費
増
大
や
環
境
汚
染
の

原
因
と
な
る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
発
生
な

ど
、
全
国
的
に
き
わ
め
て
深
刻
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
当
町
で
も
４
月

１
日
か
ら
「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
基
づ
き
、
単
に
処
理
経
費
を
軽
減
す
る

だ
け
で
な
く
、
ご
み
の
量
を
減
ら
し
再
資

源
化
を
す
る
た
め
、
一
部
の
地
域
か
ら
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別
収
集
を
始
め
ま
し
た
。

分
別
す
る
の
は
、
ご
み
を
出
す
側
、
町

民
一
人
一
人
の
役
目
で
す
。
責
任
と
正
し

い
ル
ー
ル
を
守
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』一
部
の
地
域
か
ら

回
収
は
じ
め
ま
し
た

集落の
リサイクルステーション

毎週木曜日
回収

回収車

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

bbb

世古区のリサイクルステーション
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容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
・
・
・
と
は

ご
み
の
容
積
で
約
６
割
を
占
め
る
容
器

包
装
類
の
リ
サ
イ
ク
ル
（
再
資
源
化
）
を

推
進
し
て
、
ご
み
減
量
化
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
７
年
６
月
に
制
定
さ
れ
た
法

律
で
す
。

容
器
包
装
類
と
は
、
紙
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
・
ビ
ン
・
缶
な
ど
商
品
と
分
離
す
る
と

不
要
と
な
る
も
の
を
さ
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
は
、
町
が
回
収
し
た
り
、

商
店
に
出
し
た
り
し
て
処
分
し
て
い
ま
し

た
が
、
法
律
で
は
、
消
費

者
（
町
民
）
・
自
治
体

（
町
）
・
事
業
者
（
製
造

業
者
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責

任
を
果
た
し
、
３
者
が
協

力
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ

る
循
環
社
会
を
築
い
て
い

こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
・
・
・

●
消
費
者
（
町
民
）
…
町

が
分
別
収
集
で
き
る
よ
う

「
分
別
排
出
」
に
協
力
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
自
治
体
（
町
）
…
分
別

収
集
を
行
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

●
事
業
者
（
製
造
業
者
）

…
分
別
収
集
さ
れ
た
包

装
容
器
を
引
き
取
り
、

再
商
品
化
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

「
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」へ

４
月
か
ら
、
原
・
積
良
・
本
町
・
南
新

町
・
小
社
・
岡
村
・
世
古
・
伊
勢
団
地
か

ら
順
次
回
収
を
は
じ
め
ま
し
た
。
決
め
ら

れ
た
場
所
（
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）

に
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
お
出
し
く
だ
さ

い
。
回
収
は
毎
週
木
曜
日
で
す
。

●
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
底
に
は

”へ
そ
“
が

あ
り
ま
す

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
と

き
に
大
事
な
こ
と
は
、
こ
れ
以
外
の
も
の

は
絶
対
に
混
ぜ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
「
材
料
表
示
マ
ー
ク
」
や
、
底
を

確
認
し

”へ
そ
“
の
よ
う
な
膨
ら
み
が
あ

る
か
確
認
し
て
か
ら
お
出
し
く
だ
さ
い
。

今
後
の
計
画
・
・
・

現
在
町
が
行
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

の
回
収
は
、
順
次
町
内
全
域
で
進
め
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
空
き
ビ
ン

類
の
分
別
収
集
、
古
紙
類
・
古
布
類
も
あ

わ
せ
て
リ
サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
回

収
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

町
住
民
課
TEL
（
５
８
）
８
２
０
２
へ
。

材質表示マーク�
　リサイクルできる、
　ペットボトルには、
　ラベル部分や底に�
　上記のマークがつ�
　いています。他の�
　物は可燃ゴミ�

�

下記のマークの�
ついているもの�
だけです。�

分 け 方 � 出 し 方 �

資源として分別収集できる�
ペットボトルの種類�

しょうゆ以外の調味料用（ソース）、食用油用、�
非食品用（洗剤、シャンプー、化粧品、医薬品など）�

のボトルは分別収集の対象外です。�

注　意�

飲
料
用�

酒
類
用�

し
ょ
う
ゆ
用�

�

炭酸飲料、果汁飲料、ウーロン茶、
紅茶、コーヒー、スポーツドリンク、
ミネラルウォーター、日本茶、�
麦茶などの容器�

日本酒、焼酎、ウイスキー�
などの容器�

しょうゆの容器�

◎必ずキャップを取ってください。�

◎必ず中をゆすいでください。�
※キャップをとってもボトルに残る�
リング状のもの、商品ラベルは�

取らなくてよい。�
�

必ず守って下さい！！�

キャップを取る�中をゆすぐ�

特
　
集

『
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
一
部
の
地
域
か
ら
回
収
は
じ
め
ま
し
た

くだかれ繊維にリサイクル商品として、
手袋、衣類、事務用品
などに生まれかわります。

bb



保育所園児による武者行列
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町
の
話
題

Tow
n

Report

５
月
の
タ
ウ
ン
レ
ポ
ー
ト

第12回　
玉城町桜まつり
と き� 4月3日（土）18時・4日（日）10時
ところ� 田丸城跡周辺
主 催 � 玉城町桜まつり実行委員会

玉
城
の
春
は

”桜
“が
よ
く
似
合
う

晴
天
に
恵
ま
れ
た
４
月
３
日
・
４
日
の

両
日
、
玉
城
町
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
の
第
12
回
桜
ま
つ
り
が
、
田
丸
城
天
守

跡
を
中
心
に
開
催
さ
れ
、
桜
満
開
の
下
、

祭
り
気
分
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
の
桜
ま
つ
り
は
３
日
夜
の
前
夜
祭

に
カ
ラ
オ
ケ
を
、
４
日
に
は
小
学
生
の
子

ど
も
み
こ
し
、
保
育
所
園
児
に
よ
る
武
者

行
列
と
子
ど
も
た
ち
の
参
加
す
る
パ
レ
ー

ド
を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、
大

手
門
、
二
の
門
、
天
守
跡
の
満
開
の
桜
を

め
ざ
し
練
り
歩
き
ま
し
た
。

桜まつり
たくさんの人出で
にぎわう

玉丸城太鼓
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町
の
話
題

第
12
回
　
玉
城
町
桜
ま
つ
り

小学生の子どもみこし

玉城中学校前庭の出店ブース

次
の
方
か
ら
、
桜
ま
つ
り
売
上
金

を
福
祉
事
業
に
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

玉
城
町
た
ば
こ
小
売
組
合
様

…
…
…
…
…
…
…
５
５
３
０
円

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
玉
城
・
虹
の
会
様

…
…
…
…
…
４
万
１
８
５
２
円

百
五
銀
行
田
丸
支
店
様

…
…
…
…
…
…
１
万
８
９
０
円

玉
城
た
ん
ぽ
ぽ
様

…
…
…
…
…
２
万
１
４
０
５
円

玉
城
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
様

…
…
…
…
…
１
万
１
８
３
０
円

玉
城
郵
便
局
様

…
…
…
…
…
…
…
１
２
０
０
円

善意の窓
ま
た
、
天
守
跡
で
は
玉
丸
城
太
鼓
の
演
奏

や
、
中
学
校
前
庭
に
農
協
・
商
工
会
・
各

種
団
体
・
企
業
が
出
店
す
る
ブ
ー
ス
も
並

び
、
祭
り
気
分
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ご
厚
情
を

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
で
は
、

１
４
３
２
点
す
べ
て
を
換
金
し
、
21
万
６
３

２
０
円
の
協
力
金
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
は
す
べ
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
基

金
に
積
み
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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まちの話題
5月のタウンレポート

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
、
玉
城
町
で
は
災
害
時

の
防
災
対
策
を
「
地
域
防
災
計

画
」
と
し
て
策
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
な
か
に
は
、
援
助
体
制

や
物
資
の
輸
送
、
水
利
の
確
保

な
ど
災
害
時
の
あ
ら
ゆ
る
対
策

方
法
が
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
震
災
時
の
対
策
の
一

つ
と
し
て
、
消
防
水
利
確
保
の
た

め
、
耐
震
性
の
防
火
水
槽
２
基
を

元
町
・
板
屋
町
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
し

ま
し
た
。

貯
水
量
は
い
ず
れ
も
40
ト
ン
、

工
費
は
約
１
５
０
０
万
円
で
す
。

災
害
時
の
消
防
水
利
を
確
保

耐
震
性
防
火
水
槽
２
基
設
置

昨
年
10
月

か
ら
城
東
団
地

西
で
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し

た
、
町
営
住

宅
第
２
城
東

団
地
が
３
月

25
日
完
成
し

ま
し
た
。

こ
の
町
営
住

宅
は
、
城
西

団
地
の
老
朽

化
に
伴
い
新
築

移
転
し
た
も
の

で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
２

階
建
て
、
緑
の
屋
根
に
外
壁
は
濃

い
ベ
ー
ジ
ュ
色
、
南
側
に
曲
線
の

ベ
ラ
ン
ダ
を
取
り
入
れ
、
20
戸
、

延
べ
床
面
積
１
４
０
２
平
方
㍍
。

間
取
り
は
、
６
畳
の
和
室
１
室
、

洋
室
２
室
、
キ
ッ
チ
ン
、
ふ
ろ
、

ト
イ
レ
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
も
注

意
を
は
ら
い
、
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
も
な
く
し
た
構
造
に
な
っ

て
い
ま
す
。

工
費
は
、
約
３
億
円
。
す
で
に

申
込
み
抽
選
会
も
行
わ
れ
、
５
月

上
旬
か
ら
入
居
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

（
外
観
は
、
表
・
裏
表
紙
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）

こ
の
事
業
、
町
営
住
宅
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
建
設
課
TEL

（
５
８
）
８
２
０
５
へ
。

町
営
住
宅
第
２
城
東
団
地
完
成

５
月
上
旬
入
居
は
じ
ま
る

建設当時の板屋町の防火水槽

元町の防火水槽

三ツ橋� N

板屋町�

JR田丸駅�

三
緑
寺�

町営駅前�
駐車整理場地下�

防火水槽�

防火水槽�

田
丸
小
学
校�

文�

洋室

和室
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Town Report

有
田
小
学
校
校
舎

増
築
工
事
完
成

昨
年
９
月
か
ら
工
事
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
、
有
田
小
学

校
校
舎
増
築
工
事
は
、
３
月
29

日
完
成
し
、
新
年
度
か
ら
授
業

な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

増
築
し
た
の
は
、
既
存
校
舎

東
側
に
鉄
筋
３
階
建
て
、
延
べ

約
５
２
０
平
方
㍍
。
１
階
・
２

階
は
普
通
教
室
、
３
階
は
多
目

的
ホ
ー
ル
と
し
て
集
会
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
工
費
は

約
１
億
２
８
０
０
万
円
。

町
老
人
ク
ラ
ブ
囲
碁
愛
好
者
ら

町
長
杯
を
競
う

優
勝
は
小
林
さ
ん

町
老
人
ク
ラ
ブ
の
囲
碁
愛
好
者

で
作
る
「
シ
ル
バ
ー
碁
会
」（
小
林

精
一
会
長
）
で

は
、
第
２
回
町

長
杯
囲
碁
大
会

を
３
月
23
日
、

町
保
健
福
祉
会

館
で
開
催
し
ま

し
た
。

大
会
に
は
、

愛
好
者
16
人
が

参
加
。
中
瀬
町

長
の
激
励
の
あ

い
さ
つ
の
あ
と
、
６
時
間
に
わ
た
り

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝

小
林
　
陽
（
城
東
団
地
）

準
優
勝

山
口
　
収
吉
（
栄
町
）

３
　
位

下
村
精
一
郎
（
萱
町
）

●
シ
ル
バ
ー
碁
会
で
は
、
毎
月
第

２
・
４
月
曜
日
、
保
健
福
祉
会
館

で
行
っ
て
い
ま
す
。
囲
碁
に
興
味
の

あ
る
方
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

囲碁を楽しまれる愛好者

◆ C O L U M N ◆

玉城町長

玉
城

春
秋
Mayor's Column

校舎東側に増築された有田小学校

優勝した小林さん

田丸城跡の桜は正に歴史を感ずる桜であります。
４月４日の桜まつりは満開で大勢の皆さんに花見
をしていただきました。ご協力賜りました桜まつり
実行委員会の方々に心よりお礼申し上げます。花に
嵐と申しますが夜毎の嵐にも永持ちの今年の桜であ
りました。
＜青少年を育てる会の地区活動＞
玉城町青少年を育てる会の地区懇談会報告書を
拝見いたしました。小学校や保育所の先生を講師に
各地区で子育て勉強会を開催いただき、日夜ご活躍
いただいている様子は頭の下がる思いであります。
少子化時代、青少年の健全育成は地域にとって
今重要な課題であります。子供たちの問題はわが家
だけでは解決いたしません。親よりも友達を中心に
活動する青少年にとって地域での関心や思いやりが
大切です。益々のご活躍をお願いするところであり
ます。
＜平成11年度の取り組み＞
平成11年度予算は、一般会計、特別会計等あわ
せて77億1122万円であります。本年の予算は下水道
建設以外に大きな箱物建設がありません。それだけ
に生活に密着した予算となりました。今迄ご要望い
ただいたことを一つ一つ実行してまいりたいと思い
ます。
今、行政は大きな転換期であり、思い切った改革
が必要であります。新しい発想で取り組みますだけ
に「今迄あったのに」「今迄やってきたのに」との
ご不満が出るかもわかりませんが将来のために試行
錯誤はありますものの、最善の努力をいたす所存で
あります。
さらに情報公開でありますが、県はすでに情報公
開条例を制定していますし、国も情報公開法が近く
制定されます。玉城町にありましても平成12年４月
実施を目標に行財政改革審議会で議論を賜り準備
を進めている最中であります。
もうひとつの楽しみは皆さんのご協力で旧田丸小
学校グラウンドに緑の芝生公園が完成したことであ
ります。芝生が定着しましたらオープンをいたした
いと思います。皆さんの憩いの場としてまた、少年
サッカー場として活用してまいりたいと存じます。
城山公園の整備と共に町の中心公園としての期待を
お願い申し上げます。

玉城町の人口が４月１日で、14,316人となりまし
た。年間240人の増加であります。活力ある町づく
りにご支援お願い申し上げます。

４月15日　公室にて記
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▼
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

感
染
症
の
予
防
法
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
が
、
平
成
10
年
10
月
２
日
制
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
現
行
の
伝
染
病
予
防
法
が
廃
止
と
な
り
、
こ
の
た
め
伊
勢

度
会
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
を
し
た
も
の
で
す
。

▼
伊
勢
度
会
環
境
衛
生
組
合
伊
勢
度
会
伝
染
病
隔
離
病
舎
の
廃

止
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て

前
条
と
同
様
に
、
伝
染
病
予
防
法
の
廃
止
に
よ
り
、
伊
勢
度

会
環
境
衛
生
組
合
の
伊
勢
度
会
伝
染
病
隔
離
病
舎
が
廃
止
と

な
る
こ
と
か
ら
、
財
産
の
処
分
を
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
関
係
市
町
村
の
持
分
（
帰
属
割
合
）、
未
償

還
地
方
債
と
も
に
当
町
は
全
体
の
８
・
15
％
と
な
り
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
選
挙
公
報
の
発
行
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て公

職
選
挙
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
選
挙

公
報
発
行
に
関
す
る
条
例
も
同
様
の
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

内
容
は
、
文
字
数
等
の
制
限
を
撤
廃
す
る
と
と
も
に
、
責
任

の
自
覚
、
掲
載
文
に
他
人
の
名
誉
を
傷
つ
け
た
り
、
善
良
な
風

俗
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
、
公
報
と
し
て
の
品
位
を

失
う
記
載
を
除
き
、
文
字
や
イ
メ
ー
ジ
図
等
、
自
由
に
記
載
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

町
長
の
事
務
部
局
の
職
員
の
う
ち
、
玉
城
病
院
の
経
営
改
善

の
一
環
と
し
て
、
合
理
的
な
職
員
構
成
と
能
率
的
な
運
営
を
促

進
す
る
た
め
、
全
体
で
職
員
数
を
３
名
減
じ
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

育
児
ま
た
は
介
護
を
行
う
職
員
の
深
夜
勤
務
の
制
限
を
定
め

た
人
事
院
規
則
が
制
定
、
ま
た
職
員
の
超
過
勤
務
の
制
限
に
つ

い
て
規
則
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
町
に
お
い
て
も
同

様
の
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

▼
町
長
、
助
役
及
び
収
入
役
の
給
料
並
び
に
旅
費
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

社
会
経
済
情
勢
、
住
民
ニ
ー
ズ
等
の
多
様
化
に
あ
わ
せ
、
町

長
・
助
役
・
収
入
役
の
県
内
旅
費
日
当
を
全
廃
す
る
た
め
、
条

例
の
一
部
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

な
お
、
教
育
長
の
旅
費
に
つ
い
て
は
、
本
条
例
に
準
じ
て
い
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﹇
平
成
11
年
　
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
﹈

●
玉
城
町
職
員
定
数
条
例
・
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

●
平
成
11
年
度
　
当
初
予
算

●
平
成
10
年
度
　
補
正
予
算
な
ど

原
案
可
決

平
成
11
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
11
日
開
会
さ
れ
、
町
施
設
関
係
職
員
を
削
減
す
る
た
め
の
職
員
定
数

条
例
等
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
、
平
成
11
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
当
初
予
算
案
、
最
終
日
に
は
平
成
10
年
度
各
会
計

補
正
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、
29
議
案
す
べ
て
が
原
案
可
決
、
同
24
日
閉
会
し
ま
し
た
。

案
件
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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る
た
め
、町
長
等
と
同
様
に
県
内
旅
費
日
当
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

前
条
と
同
様
に
、
町
職
員
の
県
内
旅
費
日
当
を
一
部
改
正

し
、
近
隣
市
町
村
お
よ
び
二
見
町
・
御
薗
村
へ
の
旅
費
日
当
を

廃
止
し
、
そ
の
他
の
県
内
旅
費
日
当
を
１
５
０
０
円
か
ら
５
０

０
円
に
改
め
た
も
の
で
す
。

▼
玉
城
町
財
政
調
整
基
金
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

地
方
財
政
法
の
長
期
的
視
野
の
下
に
お
け
る
健
全
な
運
営
確

保
に
資
す
る
た
め
、
各
会
計
年
度
に
お
い
て
決
算
上
の
剰
余
金

を
生
じ
た
場
合
の
使
途
に
つ
い
て
、
後
年
度
に
必
要
な
財
源
確

保
の
必
要
性
か
ら
、
条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
す
。

平
成
11
年
度
玉
城
町

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

▼
病
院
事
業
会
計
予
算

▼
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
同
和
地
区
福
祉
資
金
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
老
人
保
健
特
別
会
計
予
算

▼
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
予
算

▼
下
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

各
会
計
の
予
算
額
に
つ
い
て
は
、「
会
計
別
平
成
11
年
度
予

算
及
び
前
年
度
比
較
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
農
業
集
落
排
水
事
業
宮
古
地
区
汚
水
処
理
施
設
建
設
工
事
）

現
在
実
施
し
て
い
ま
す
、
宮
古
地
区
の
農
業
集
落
排
水
事
業

で
、
国
の
第
３
次
補
正
予
算
採
択
に
よ
り
、
汚
水
処
理
施
設
建

設
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
か
ら
、
議
会
の
議
決
を
求
め
た
も
の

で
す
。

▼
契
約
の
目
的

農
業
集
落
排
水
事
業
宮
古
地
区
汚
水
処
理

施
設
工
事
（
土
木
・
建
設
）

▼
契
約
代
金

７
２
１
３
万
５
０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
　
３
４
３
万
５
０
０
０
円
）

▼
契
約
の
相
手
方

社
名
　
株
式
会
社
　
森
組

代
表
者
　
代
表
取
締
役
　
森
　
修

▼
工
期

契
約
の
日
か
ら
平
成
11
年
12
月
20
日

●一般会計予算と人口の推移 ※人口は、毎年4月1日現在
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﹇
追
加
議
案
﹈
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36
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７
８
０
９
万
円�

37
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５
６
７
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39
億
１
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１
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●会計別平成11年度予算及び前年度比較表（単位：千円）

会　計　別 平成11年度 　平成10年度 　　　比較

◆一般会計 3,911,134　　3,678,094 　233,040

◆特別会計 3,800,085 　3,372,463 427,622

国民健康保険　 744,877 　　746,599 △1,722

同和地区福祉資金貸付事業　 7,998 　　　7,913 　　　85

住宅新築資金等貸付事業 10,434 　　12,704 △2,270

老人保健　 965,258 　　966,451 △1,193

山村振興事業　 44,173 　　37,703 　6,470

農業集落排水事業　 248,012 　　156,688 　91,324

病院事業　収益的支出　 571,041 　　600,775 △29,734

水道事業　収益的支出　 290,976 　　293,056 △2,080

老人保健施設事業　収益的支出　 227,935 　　241,488 △13,553

下水道事業　収益的支出　 689,381 　　309,086 380,295

合　　　計　 7,711,219 　7,050,557 660,662
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●
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

▼
総
務
費
、
一
般
管
理
費
で
退
職
手
当
組
合
特
別
負
担
金
１

８
５
３
万
２
０
０
０
円
、
財
産
管
理
費
で
地
域
福
祉
基
金
積

立
金
２
３
３
５
万
７
０
０
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
新
設
。

▼
民
生
費
、
老
人
福
祉
費
で
電
算
業
務
委
託
料
１
４
３
３
万

３
０
０
０
円
の
増
額
。
備
品
購
入
費
２
０
３
４
万
８
０
０
０

円
を
新
設
。

▼
衛
生
費
、
保
健
衛
生
総
務
費
で
伊
勢
広
域
清
掃
組
合
負
担

金
１
４
５
５
万
８
０
０
０
円
の
減
額
。

▼
農
林
水
産
費
、
農
地
費
で
県
営
ふ
る
さ
と
農
道
事
業
負
担
金

１
０
７
７
万
７
０
０
０
円
の
減
額
。

▼
諸
支
出
金
、
公
営
企
業
費
で
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
４
９

２
７
万
３
０
０
０
円
の
増
額
。

そ
の
他
、
過
不
足
の
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
歳
入
で
は
、
法
人
町
民
税
に
お
い
て
減
額
を
し
て
い

ま
す
が
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交
付
税
、
国
庫
支
出

金
が
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
結
果
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
５
５
９
万
１
０
０

０
円
を
追
加
し
、
総
額
55
億
６
８
２
９
万
４
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。

な
お
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
繰

越
明
許
費
は
、
国
の
景
気
回
復
を
目
的
と
し
た
経
済
対
策
に
か

か
る
補
正
予
算
に
伴
い
、
地
域
振
興
券
交
付
事
業
ほ
か
６
事
業

で
、
総
額
２
億
６
２
２
１
万
２
０
０
０
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。

●
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

国
庫
負
担
金
、
国
庫
補
助
金
の
精
算
に
よ
る
歳
入
歳
出
の
精

査
、
ま
た
各
科
目
の
最
終
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
８
９
１
万
８
０
０
０

円
を
追
加
し
、
総
額
８
億
２
０
２
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
４
９
２
７
万
３
０
０
０
円
増
加

し
、
収
益
的
収
支
を
総
額
で
５
億
９
３
７
４
万
７
０
０
０
円

と
し
、
平
成
11
年
度
か
ら
の
経
営
改
善
緊
急
２
カ
年
計
画
に
つ

な
げ
て
い
く
補
正
予
算
と
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
で
病
院
事
業
収
益
５
１
５
７

万
３
０
０
０
円
を
増
額
し
、
支
出
で
事
業
費
用
７
２
７
万
円

を
減
額
し
、
総
額
５
億
９
３
７
４
万
７
０
０
０
円
と
し
ま
し

た
。ま

た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
は
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に

２
万
２
０
０
０
円
を
増
額
し
、
総
額
１
４
５
６
万
６
０
０
０

円
と
し
ま
し
た
。

●
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

収
益
的
収
支
、
資
本
的
収
支
と
も
に
予
算
執
行
の
調
整
を
行

っ
た
も
の
で
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ

に
１
６
５
万
８
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
８
７
４
１

万
円
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
、
収
入
で
５
３
３
万
８
０
０

０
円
を
減
額
し
、
総
額
４
６
２
５
万
円
に
、
支
出
で
３
７
３

７
万
５
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
３
３
５
７
万
１
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

歳
出
に
お
い
て
医
療
諸
費
が
予
測
を
大
幅
に
下
回
る
見
込
み

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
５
１
５
万
３

０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
９
億
１
９
３
０
万
３
０
０
０
円

と
し
ま
し
た
。
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﹇
平
成
10
年
度
　
玉
城
町
﹈
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●
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

施
設
利
用
実
績
な
ど
に
あ
わ
せ
営
業
収
益
の
減
額
、
他
会
計

か
ら
の
補
助
金
の
減
額
、
ま
た
各
科
目
の
過
不
足
調
整
を
行
っ

た
も
の
で
、
収
益
的
収
支
に
お
い
て
収
入
支
出
そ
れ
ぞ
れ
に
６

２
５
万
５
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
２
億
３
６
５
１
万
７

０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

施
設
利
用
者
増
に
よ
る
利
用
料
の
増
額
と
、
基
金
積
立
て
を

行
う
と
と
も
に
、
各
科
目
の
過
不
足
を
調
整
し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
万
１
０
０
０

円
を
増
額
し
、
総
額
５
１
０
０
万
６
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

国
の
緊
急
経
済
対
策
に
よ
る
補
助
事
業
費
の
増
額
に
伴
う
も

の
で
、
資
本
的
収
支
そ
れ
ぞ
れ
に
５
８
９
４
万
６
０
０
０
円
を

増
額
し
、
総
額
８
億
４
９
９
万
５
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

各
科
目
の
過
不
足
調
整
を
行
っ
た
も
の
で
、
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
に
３
９
１
万
５
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
３
億
１
８
６

４
万
４
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

な
お
、
前
段
の
宮
古
地
区
汚
水
処
理
場
建
設
工
事
等
の
費
用

は
、
翌
年
度
へ
繰
越
し
し
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
提
案
に
よ
り
「
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
」
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

が
提
出
さ
れ
、
町
議
会
議
員
の
旅
費
日
当
の
額
を
町
職
員

同
様
に
改
正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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ふるさとの
外城田地区―原　その②―

れきし116

原の北方の田の中にこんもり茂った宮田の森があ

る。森の中の神社は内宮摂社で『儀式帳』（ぎしき

ちょう）に久麻良比神社、『延喜式』（えんぎしき）

に朽羅ノ神社（くちら）とある古い神社である。ご

神体は石とされている。

古来雨乞い（あまごい）が行われた神社で、日照

りが続くと村人たちは宮田の森に集まり、鉦（か

ね）と太鼓とほら貝にあわせ「アーメーターモーレ

（雨賜われ）ターベヨー」と繰り返し、雨乞い歌を

うたいあげた。すると必ず一両日中に雨が降ったと

いう。

『原歩』追録によると、村では12月21日朽羅神

社の森に大のぼりを立て、かがり火を囲んでカンコ

踊りを行ったと記され、これは神領の頃、稲田を与

えられた村民の神恩感謝のまつりと伝え、宮田森北

組・同松原組・同中組・同上組の各本家組とそれ

ぞれの分家組８組の氏子は、組ごとに当番の家に集

まり組田でとれた米で会食したという。

◎金子延夫著　　玉城町史第三巻より抜書

原の朽羅神社

◆ C O L U M N ◆



●
平
成
11
年
度
　
一
般
会
計
予
算
編
成
方
針

平
成
11
年
度
当
初
予
算
編
成
は
、
ま
ず
懸
案
に
な
っ
て
い
ま

す
玉
城
病
院
の
経
営
改
善
に
つ
い
て
、
本
年
は
病
院
経
営
改
善

緊
急
２
カ
年
計
画
の
初
年
度
と
し
て
、
不
良
債
権
の
解
消
を
図

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

当
病
院
は
、
設
立
当
初
よ
り
地
域
医
療
の
中
核
的
な
自
治
体

病
院
と
し
て
、
そ
の
使
命
と
役
割
を
果
た
し
、
地
域
住
民
の
医

療
福
祉
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

し
か
し
、
昨
今
の
病
院
経
営
、
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
は
大

変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
平
成
３
年
度
よ
り
経
営
が
悪
化
し
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
全
力
を
挙
げ
取
り
組
む
こ
と
と
い
た
し

ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
恒
久
的
な
減
税
が
実
施
さ
れ
る
な
ど
厳
し

い
財
政
状
況
で
、
経
済
再
生
へ
の
対
応
、
介
護
保
険
導
入
を
は

じ
め
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
向
け
た
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
な

ど
課
題
に
適
切
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
歳
出
の
削
減
、
抑
制
姿
勢
に
追
従
し
予

算
査
定
に
お
い
て
も
、
特
別
の
事
情
の
な
い
限
り
ゼ
ロ
ベ
ー
ス

基
調
と
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
で
き
る
限

り
低
下
さ
せ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら
福
祉
、
土
木
、
教
育
、
消

防
な
ど
町
民
生
活
に
直
結
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
必
要
額
を
確

保
し
、
事
務
的
経
費
等
の
内
部
経
費
は
努
め
て
削
減
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
平
成
11
年
度
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
、
歳
入
歳
出
と
も
に
39
億
１
１
１
３
万
４
０
０
０
円
と

し
、
前
年
度
比
較
で
６
・
３
％
増
と
な
り
、
公
営
企
業
お
よ
び

特
別
会
計
を
加
え
た
会
計
合
計
の
予
算
額
は
、
総
額
で
約
75
億

円
と
な
り
、
前
年
度
と
の
比
較
で
８
・
７
％
増
に
な
り
ま
し

た
。

【
歳
入
は
・
・
・
】

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
、
効
率
的
な
配
分
に
徹
し
、
節
度

あ
る
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

町
税
収
入
に
つ
い
て
は
、
法
人
関
係
で
15
・
９
％
、
約
４
０

０
０
万
円
の
減
収
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
全
体
と
し
て
１
・

９
％
増
の
約
15
億
２
０
８
４
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

地
方
特
別
交
付
金
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
地
方
税
の
減
収
の

一
部
を
補
て
ん
す
る
た
め
、
地
方
税
の
代
替
的
な
性
格
を
有
す

る
財
源
と
し
て
交
付
さ
れ
る
も
の
で
、
３
５
０
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
町
税
収
入
の
減
少
に
伴
う
基
準
財
政
収
入

額
の
減
額
を
見
込
み
、
前
年
度
と
比
べ
７
・
３
％
増
の
11
億
８

０
０
０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

町
債
は
、
税
制
改
正
に
伴
う
減
税
に
対
す
る
減
税
補
て
ん
債

の
総
務
債
な
ど
、
前
年
度
と
比
べ
51
・
４
％
の
２
億
３
２
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。

な
お
、
財
源
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
財
政
調
整
基
金
２
０

０
０
万
円
を
取
り
崩
す
と
と
も
に
、
特
別
目
的
の
た
め
に
積
み

立
て
て
き
た
活
性
化
対
策
事
業
基
金
３
３
０
万
円
、
町
債
管
理

基
金
７
１
５
万
３
０
０
０
円
を
取
り
崩
し
、
財
源
に
充
て
る
な

ど
、
基
金
繰
入
金
は
あ
わ
せ
て
３
０
４
５
万
３
０
０
０
円
と
し

ま
し
た
。
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●平成11年度会計　歳出●………総額
77億1122万円
こんな事業に
使います

平
成
11
年
第
２
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

「
平
成
11
年
度
一
般
会
計
予
算
町
長
提
案
理
由
」
か
ら

●道路・河川・�
　住宅などの整備�
　………394,924

●商工業の振興�
………85,767

●予期しない�
　予算外のために�
　………44,933

活力ある�
まちづくり�

●農林水産振興�
　……604,063

●地域づくり�
……775,885

●借りている�
お金の償還�

�
……461,190

●活力あるまちづくり 2,366,762千円
◆道路・河川・住宅などの整備………394,924
道路の新設・補修工事、河川の改修・維持
町営住宅の管理、都市計画費、公共土木施設災害復旧
◆農林水産振興………604,063
農業委員会の運営
農業振興・畜産振興・山村振興・園芸振興事業
地域農政の推進、農業集落排水事業、農協営農指導員補助
各種農林事業への補助、農林水産施設災害復旧費
◆商工業の振興………85,767
町商工会への補助、工場誘致対策、労働費
◆地域づくり………775,885
議会運営・電算業務の委託、徴税業務
各種選挙、広報・インターネット事業、
統計調査・交通安全指導
各企業会計（病院・水道・老人保健・下水道）への繰り出し
◆借りているお金の償還………461,190
地方債の償還金
◆予期しない予算外のために………44,933
予備費
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【
歳
出
は
・
・
・
】

主
な
も
の
は
、「
総
務
費
」
で
４
億
４
５
７
３
万
５
０
０
０

円
、「
民
生
費
」
で
９
億
７
３
４
３
万
９
０
０
０
円
、「
土
木

費
」
で
３
億
９
４
８
７
万
４
０
０
０
円
、「
教
育
費
」
で
３
億

２
５
９
４
万
５
０
０
０
円
、「
公
債
費
」
で
４
億
６
１
１
９
万

円
、「
諸
支
出
金
」
で
は
玉
城
病
院
事
業
繰
り
出
し
金
１
億
５

５
０
０
万
円
を
は
じ
め
、
２
億
４
４
４
７
万
５
０
０
０
円
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
う
ち
義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
が
前
年
度
と
比
べ

６
・
８
％
増
の
約
10
億
２
９
０
０
万
円
、
公
債
費
が
０
・
９
％

減
の
約
４
億
６
１
１
９
万
円
、
社
会
保
障
関
係
費
と
し
て
の
扶

助
費
は
３
・
４
％
増
の
約
１
億
９
５
０
０
万
円
で
、
経
費
全

体
で
４
・
３
％
増
の
約
16
億
８
５
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

投
資
的
経
費
は
、
一
般
財
源
が
不
足
す
る
な
か
で
、
町
債
な

ど
特
定
財
源
の
確
保
に
努
め
な
が
ら
で
き
る
限
り
の
歳
出
計
上

を
図
り
、
約
６
億
５
６
０
０
万
円
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
消
費
的
経
費
は
、
事
務
に
必
要
と
な
る
経
費
の
徹

底
し
た
削
減
に
努
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、「
民
生
費
」
で
、
子
育
て
支
援
対
策
の

一
環
と
し
て
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童
を
対
象
に
放
課
後
児
童

対
策
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
経
費
60
万
円
、「
衛
生
費
」
で
、

資
源
ご
み
回
収
事
業
費
と
し
て
、
ご
み
減
量
化
促
進
対
策
事
業

経
費
３
０
０
０
万
円
、「
農
林
水
産
費
」
で
、
地
域
農
政
推
進

費
と
し
て
、
認
定
中
核
農
家
営
農
指
導
報
償
金
１
０
０
万
円
、

「
土
木
費
」
で
、
道
路
維
持
修
繕
費
１
億
万
７
０
０
０
円
、
道

路
新
設
改
良
費
１
億
６
１
７
２
万
２
０
０
０
円
、「
消
防
費
」

で
、
防
災
対
策
費
１
７
２
９
万
４
０
０
０
円
、「
教
育
費
」
で
、

今
後
の
高
度
情
報
通
信
社
会
に
対
応
し
た
情
報
教
育
を
一
層
充

実
さ
せ
る
た
め
の
環
境
整
備
と
し
て
、
中
学
校
の
教
育
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
経
費
で
40
万
８
０
０
０
円
、「
諸

支
出
金
」
で
、
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
出
金
１
億
５
５
０
０

万
円
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
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●
基
準
財
政
収
入
額

地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
合
理
的
に
測
定
す
る
た

め
に
一
定
の
方
式
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
も
の
で
、
町
税

な
ど
の
ほ
か
、
交
付
金
や
国
税
と
し
て
徴
収
さ
れ
そ
の

ま
ま
地
方
公
共
団
体
に
譲
与
さ
れ
る
譲
与
税
な
ど
を
指

し
ま
す
。

●
財
政
調
整
基
金

長
期
的
な
観
点
に
立
っ
た
財
政
運
営
を
行
う
必
要
か

ら
積
み
立
て
ら
れ
る
基
金
を
指
し
ま
す
。

●
義
務
的
経
費

歳
出
の
う
ち
支
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

人
件
費
、
扶
助
費
（
被
扶
助
者
に
対
し
て
支
給
さ
れ
る

経
費
）、
公
債
費
（
地
方
債
の
元
利
償
還
金
、
一
時
借
入

金
利
子
）
を
指
し
ま
す
。

●
投
資
的
経
費
と
消
費
的
経
費

投
資
的
経
費
は
道
路
の
建
設
や
災
害
復
旧
費
な
ど
の

事
業
に
投
資
支
出
さ
れ
る
も
の
に
対
し
、
消
費
的
経
費

は
人
件
費
、
印
刷
費
・
食
料
費
な
ど
の
物
件
費
、
建
物

な
ど
の
維
持
管
理
費
を
指
し
ま
す
。

用
語
メ
モ

●町民の健康を守る�
………2,509,111

●美しく、予防の�
　行き届いたまちづくり�
　………………347,388

●安心できる生活�
………189,774

住みよい�
まちづくり�

●社会福祉�
　の増進�
……973,450

●快適で�
　便利な生活�
……998,789

●スポーツの振興�
………12,742

生きがいの�
あるまちづくり�

●教育の充実�
……249,755

●社会教育�
生涯教育の充実�
……63,448

●住みよいまちづくり 5,018,512千円
◆美しく、予防の行き届いたまちづくり………347,388
各種予防、健診・検診
環境衛生組合など施設への負担金、公害対策
◆社会福祉の増進………973,450
母子福祉・社会福祉・老人福祉
心身障害者福祉・乳幼児福祉・児童福祉
国民年金業務、保育所の運営
各種福祉団体への補助金
福祉保健施設費及び運営費
◆安心できる生活………189,774
広域消防への委託料、町消防団費
消防施設・防災対策費
◆快適で便利な生活………998,789
水道事業、下水道事業
住宅新築資金・同和地区福祉資金貸付
◆町民の健康を守る………2,509,111
国民健康保健事業、老人保健事業
玉城病院事業、老人保健施設事業

●生きがいのあるまちづくり 325,945千円
◆教育の充実………249,755
教育委員会・小中学校の運営
有田小学校校舎耐震補強、増築工事
◆社会教育・生涯教育の充実………63,448
資料館・図書館
公民館活動
改善センターの運営
◆スポーツの振興………12,742
各種体育団体への負担金補助
町体育祭
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４
月
11
日
執
行
さ
れ
ま
し
た
三
重
県
知
事
選

挙
及
び
三
重
県
議
会
議
員
選
挙
（
度
会
郡
選
挙

区
）
玉
城
町
開
票
所
の
開
票
結
果
を
次
の
と
お

り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
三
重
県
知
事
選
挙

▼
投
票
の
内
訳

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
　
　
１
０
９
１
３
人

投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
１
７
人

投
票
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
57
・
89
％

▼
開
票
の
内
容

開
票
し
た
投
票
総
数
　
　
　
　
６
３
１
７
人

内
訳
　
有
効
投
票
数
　
　
　
　
６
２
０
０
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
１
１
７
票

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

北
川
ま
さ
や
す

５
３
４
０
票

大
野
　
章
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
６
０
票

●
三
重
県
議
会
議
員
選
挙
（
度
会
郡
選
挙
区
）

▼
投
票
の
内
訳

選
挙
当
日
の
有
権
者
数
　
　
１
０
９
１
３
人

投
票
者
数
　
　
　
　
　
　
　
　
６
３
１
５
人

投
票
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
57
・
87
％

▼
開
票
の
内
容

開
票
し
た
投
票
総
数
　
　
　
　
６
３
１
５
人

内
訳
　
有
効
投
票
数
　
　
　
　
６
１
７
２
票

無
効
投
票
数
　
　
　
　
　
１
４
３
票

▼
候
補
者
別
得
票
数
（
届
出
順
・
敬
称
略
）

辻
本
　
正
　
　
　
　
　
　
　
　
１
７
７
６
票

藤
田
正
美
　
　
　
　
　
　
　
　
２
９
４
２
票

東
谷
茂
樹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
９
票

橋
川
す
き
や

１
１
４
５
票

毎
週
火
曜
日
、
月
４
回
の
「
や
さ
い
し
い
ヨ
ガ
」

教
室
で
す
。
開
講
以
来
４
年
目
を
迎
え
ま
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
で
、
肩
こ
り
、
腰
痛
が
治

り
喜
ん
で
み
え
る
方
も
た
く
さ
ん
い
る
よ
う
で

す
。
健
康
維
持
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
、
ぜ
ひ

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

毎
週
火
曜
日
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象

町
内
在
住
者

▼
講
師

井
上
美
香
子
先
生
（
国
際
ヨ
ガ
協
会

チ
ー
フ
ト
レ
ー
ナ
ー
）

▼
会
費

月
額
１
５
０
０
円

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
、
ま
た
は

原
田
さ
ん
TEL
（
５
８
）
４
６
６
８
へ
。

玉
城
郵
便
局
（
稲
垣
雅
男

局
長
）
で
は
、
郵
政
事
業
全

般
に
わ
た
り
住
民
の
方
に
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
職
員
手
作

り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

郵
政
省
で
は
、
体
の
不
自
由
な
方
（
身
体
障

害
者
・
児
１
級
・
２
級
）
に
、「
青
い
鳥
は
が
き
」

を
お
一
人
に
つ
き
20
枚
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

手
帳
を
ご
持
参
の
上
、
玉
城
郵
便
局
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
代
理
の
申
込
み
、
郵
便
に

よ
る
申
込
み
も
結
構
で
す
。

申
込
期
限
は
、
５
月
31
日
（
月
）
ま
で

選
挙
結
果
報
告
　

玉
城
町
開
票
所
分

町
選
挙
管
理
委
員
会

TEL
（
５
８
）８
２
０
０

玉
城
町
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル
火
曜
会

会
員
募
集

町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

TEL
（
５
８
）６
３
３
１

玉
城
郵
便
局
が

手
作
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

玉
城
町
郵
便
局

TEL
（
５
８
）３
０
７
５

『地域振興券』取扱店
３月19日以降登録のあった事業所

●宮古教室
（４月１日現在）

アドレスは
http:
//village.infoweb.ne.jp/̃fvbp6070

地
域

安
全
の

窓
伊
勢
警
察
所
管
内
の
交
通
事
故
の
約
半
数
は

交
差
点
、
ま
た
は
交
差
点
付
近
で
発
生
し
て
い

ま
す
。

交
差
点
の
正
し
い
通
行
方
法
を
理
解
し
、
実
践

し
て
痛
ま
し
い
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

◎
見
と
お
し
の
よ
い
交
差
点
を
通
行
す
る
と
き
は

・
速
度
を
落
と
す

・
左
右
の
安
全
確
認
を
確
実
に
す
る

・
交
差
道
路
の
交
通
の
妨
げ
と
な
る
恐
れ
の
あ

る
と
き
は
、
交
差
点
に
進
入
し
な
い
。

・
先
に
行
け
る
は
禁
物
、
ゆ
ず
り
合
い
の
気
持

ち
を
大
切
に

交差点

事故防止

シリーズ②

体
の
不
自
由
な
方
に

「
青
い
鳥
は
が
き
」
プ
レ
ゼ
ン
ト

玉
城
郵
便
局

TEL
（
５
８
）３
０
７
５

城あとに夢を築くまち たまき 1999-5 13
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役場窓口は、

午後７時まで延長しています
（土・日、祝祭日は閉庁）

住民票、所得証明、各種申請受け付け、相談など
どうぞお気軽にご利用ください。

◆
４
月
１
日
付
　
（

）
内
旧
職
名

農
林
課
長

西
田
　
近
（
社
会
教
育
課
長
）

教
育
総
務
課
長

中
郷
　
徹
（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
）

社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長

森
島
千
里
（
農
林
課
長
）

水
道
課
長

辻
井
清
和
（
住
民
課
長
）

住
民
課
長

松
葉
茂
樹
（
水
道
課
長
）

社
会
教
育
課
長

小
林
一
雄
（
教
育
総
務
課
長
）

老
人
保
健
施
設
主
幹
兼
老
人
保
健
施
設
所
長
代
理

山
中
徳
生
（
玉
城
病
院
総
務
係
長
）

福
祉
課
保
健
係
長
兼
保
健
福
祉
会
館
々
長

北
岡
　
明
（
商
工
振
興
係
長
）

税
務
係
長

林
　
裕
紀
（
総
務
係
長
）

建
設
係
長

田
村
　
優
（
税
務
係
長
）

商
工
振
興
係
長中

世
古
憲
司
（
社
会
教
育
係
長
）

総
務
係
長

中
村
元
紀
（
建
設
係
長
）

社
会
教
育
課

小
河
内
恵
美
子
（
福
祉
課
）

福
祉
課
栄
養
士

間
柄
ま
ゆ
み
（
玉
城
病
院
栄
養
士
）

住
民
課
栄
養
士犬

丸
　
眞
弓
（
福
祉
課
栄
養
士
）

福
祉
課
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
看
護
婦

辻
　
は
る
み
（
老
人
保
健
施
設
看
護
主
任
）

福
祉
課
給
食
婦

谷
口
真
知
子
（
玉
城
病
院
給
食
婦
）

田
丸
保
育
所
給
食
婦

北
岡
明
子
（
福
祉
課
給
食
婦
）

田
丸
保
育
所
給
食
婦

池
山
和
枝
（
老
人
保
健
施
設
給
食
婦
）

【
保
育
所
】

田
丸
保
育
所
長

中
瀬
礼
子
（
下
外
城
田
保
育
所
長
）

下
外
城
田
保
育
所
長

山
口
加
代
子
（
田
丸
保
育
所
主
任
保
母
）

田
丸
保
育
所
主
任
保
母

尾
崎
は
る
美
（
有
田
保
育
所
主
任
保
母
）

有
田
保
育
所
主
任
保
母

中
田
恵
子
（
有
田
保
育
所
保
母
）

外
城
田
保
育
所
保
母

阪
口
清
子
（
田
丸
保
育
所
保
母
）

外
城
田
保
育
所
保
母

出
崎
美
穂
（
田
丸
保
育
所
保
母
）

田
丸
保
育
所
保
母

上
村
亜
由
子
（
外
城
田
保
育
所
）

田
丸
保
育
所
保
母

古
尾
　
恵
（
下
外
城
田
保
育
所
保
母
）

有
田
保
育
所
保
母

寺
田
奈
峰
子
（
外
城
田
保
育
所
保
母
）

下
外
城
田
保
育
所
保
母

山
鹿
佐
和
子
（
外
城
田
保
育
所
）

【
病
院
・
老
人
保
健
施
設
】

老
人
保
健
施
設
看
護
士

松
田
幸
久
（
玉
城
病
院
看
護
士
）

老
人
保
健
施
設
准
看
護
婦

丈
迫
光
子
（
玉
城
病
院
准
看
護
婦
）

老
人
保
健
施
設
給
食
婦

中
川
恵
子
（
玉
城
病
院
給
食
婦
）

玉
城
病
院
准
看
護
婦

堀
　
小
百
合
（
老
人
保
健
施
設
准
看
護
婦
）

●
新
規
採
用

福
祉
課
保
健
婦

小
林
加
苗

介
護
保
険
事
務
組
合
出
向

西
村
美
紀
子

外
城
田
保
育
所
保
母

松
山
　
梓

田
丸
保
育
所
保
母

山
口
真
里

田
丸
保
育
所
保
母

須
山
慶
子

有
田
保
育
所
保
母

南
　
育
恵

下
外
城
田
保
育
所
保
母

竹
林
映
奈

●
退
職
（
３
月
31
日
付
）

田
丸
保
育
所
長

平
田
早
苗

玉
城
病
院
医
療
事
務
係
長

田
中
裕
子

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
主
任
（
准
看
護
婦
）

中
西
美
知
子

福
祉
課
保
健
婦

馬
場
文
香

玉
城
病
院
准
看
護
婦

野
口
郁
子

老
人
保
健
施
設
介
護
員

坂
本
梅
子

玉
城
町
山
野
草
会
（
青
木
昭
一
会
長：

原
）

で
は
、
５
月
か
ら
毎
月
第
２
日
曜
日
に
ア
ス
ピ

ア
玉
城
に
お
い
て
山
野
草
の
即
売
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

町
職
員
人
事

山
野
草
会
毎
月
開
催

14 城あとに夢を築くまちたまき 1999- 5
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私
た
ち
は
、
今
、
高
齢
化
社
会
の
な
か
に
あ

り
、
21
世
紀
半
ば
に
は
３
人
に
１
人
が
高
齢
者

と
い
う
時
代
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

寝
た
き
り
や
痴
呆
の
高
齢
者
が
増
え
る
一
方

で
、
介
護
す
る
人
も
高
齢
に
な
り
、
ま
た
働
き

に
出
る
女
性
も
増
え
る
な
ど
、
家
族
だ
け
で
介

護
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
は
誰
も
が
直
面
す
る
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
こ
で
、
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
「
介
護
保
険
制
度
」
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
は
平
成
12
年
４
月
実
施
が
決

ま
り
、
現
在
、
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
誰
に
ど
れ
く
ら
い
の
介
護
が
必
要

な
の
か
、
個
々
に
判
定
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
の
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
は
、
制
度
の
実

施
か
ら
給
付
（
在
宅
サ
ー
ビ
ス
・
施
設
サ
ー
ビ

ス
）
で
き
る
よ
う
に
、
平
成
11
年
10
月
か
ら
受

け
付
け
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

当
町
で
は
、
介
護
保
険
の
事
務
を
円
滑
に
効

率
的
な
業
務
運
営
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
に

玉
城
町
・
小
俣
町
・
二
見
町
・
御
薗
村
の
４
町

村
で
、
度
会
Ⅰ
部
介
護
保
険
事
務
組
合
を
設
立

い
た
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
近
隣
町
村
間
で
の
保

険
料
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
格
差
を
な
く
し
、

財
政
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
に
お
け
る
介
護
保
険
の
円
滑
な
実

施
を
図
る
た
め
に
、
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

委
員
会
を
設
立
し
ま
し
た
。
同
委
員
会
の
委
員

は
、
住
民
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ
る
た
め
、

住
民
代
表
・
各
種
福
祉
関
係
団
体
代
表
・
医
療

機
関
代
表
や
学
識
経
験
者
の
み
な
さ
ん
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
ま
で
に
５
回
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、

高
齢
者
実
態
調
査
の
検
討
、
介
護
保
険
モ
デ
ル

事
業
結
果
等
に
つ
い
て
、
分
析
・
協
議
を
行
い

ま
し
た
。
今
後
は
具
体
的
な
事
項
に
つ
い
て
協

議
を
進
め
て
行
き
ま
す
。

来
月
号
に
も
引
き
続
き
制
度
の
内
容
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

●
介
護
休
業
給
付
制
度
と
は

雇
用
保
険
の
利
用
者
が
、
介
護
休
業
し
た
場

合
に
は
、
雇
用
保
険
制
度
に
よ
り
介
護
休
業
給

付
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
平
成
11
年
４
月
１
日
か
ら
介

護
休
業
制
度
が
義
務
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

家
族
の
介
護
を
行
う
必
要
が
生
じ
た
労
働
者
が

介
護
休
業
を
取
得
し
や
す
く
し
、
そ
の
後
の
円

滑
な
職
業
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
介

護
を
す
る
労
働
者
の
失
業
防
止
、
雇
用
の
継
続

を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
新
し
い
も
の

で
す
。

▼
受
給
で
き
る
人
　
▼
対
象
介
護
休
業
　
▼
受

給
で
き
る
額
　
▼
受
給
手
続
き

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、
県
生
活
部
雇
用
保
険
課

給
付
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
赤
十
字
を
さ
さ
え
ま
し
ょ
う
。

赤
十
字
社
員
増
強
運
動
月
間

５
月
１
日
〜
31
日
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介
護
保
険
①
　
介
護
保
険
制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す

町
福
祉
課
　
TEL
（
５
８
）８
２
０

３

４
月
１
日
か
ら

介
護
休
業
給
付
制
度
始
ま
り
ま
し
た

県
生
活
部
雇
用
保
険
課
給
付
係

TEL
０
５
９（
２
２
４
）２
４
７
０

A町

B町

C町

D村

共同で施設や在宅サービスを整備し、保険料の水準をそろえます

世
帯
に
一
人
は
赤
十
字
社
員
を

町
社
会
福
祉
協
議
会

TEL
（
５
８
）６
９
１
５
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５
月
１
日
〜
31
日

『
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
』

４
月
１
日
、
玉
城
町
担
当
の
行
政
相
談
委
員
と

し
て
、
大
橋
正
子
さ
ん（
三
ツ
橋
）が
引
き
続
き
国

務
大
臣
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
み
な
さ
ん
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
、
国
の
行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
を

お
聞
き
し
、
関
係
の
役
所
に
直
接
、
あ
る
い
は

総
務
庁
三
重
行
政
監
察
事
務
所
を
通
じ
て
、
通

知
、
連
絡
し
、
そ
の
改
善
の
促
進
に
努
め
て
い

た
だ
き
ま
す
。

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市
場
で
は
、
市
場

内
店
舗
の
出
店
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

店
舗
内
容
は
、
標
準
小
間
25
平
方
㍍
（
２
小

間
使
用
可
能
）。
ま
た
62
平
方
㍍
の
小
間
も
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
同
市
場

管
理
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

山
神
に
あ
る
「
人
形
劇
団
ど
む
な
ら
ん
」
で

は
、
新
作
「
ぼ
く
が
１
ば
ん
つ
よ
い
ん
だ
ぞ
！
」

の
新
作
発
表
公
演
を
開
催
し
ま
す
。（
町
教
育
委

員
会
後
援
）

開
催
日

６
月
19
日
（
土
）

開
　
演

15
時
と
19
時
の
２
回

会
　
場

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト
購
入
な
ど
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ど
む

な
ら
ん
友
の
会
へ

16 城あとに夢を築くまちたまき 1999- 5

EVENT GUIDE
「玉城おはなしキャラバン」5月の予定
玉城おはなしキャラバン、5月の予定は次のとおりです。
時間はいずれも午後4時30分から午後5時まで。
【５月 6日】田丸地区・西世古公民館
【５月13日】外城田地区・松ヶ原公民館
【５月20日】下外城田地区・中角公民館
【５月27日】有田地区・妙法寺公民館
詳しくは、飯田啓子さんTEL 58-4600へお尋ねください。

国
の
行
政
に
関
す
る

苦
情
・
要
望
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

大
橋
正
子
さ
ん

TEL
（
５
８
）４
５
４
５

年
金

だ
よ
り

保
険
料
免
除
・
追
納
制
度
の
ご

案
内

保
険
料
納
付
が
困
難
な
方
は

ご
相
談
く
だ
さ
い

国
民
年
金
に
は
次
の
よ
う
な
保
険
料
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

●
法
定
免
除

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
を
受
け
て
い

る
方

②
障
害
基
礎
年
金
ま
た
は
被
用
者
年
金
の
障
害

年
金
（
１
級
・
２
級
）
を
受
け
て
い
る
方

●
申
請
免
除

①
所
得
の
少
な
い
方
や
病
気
や
け
が
な
ど
で
経

済
的
に
お
困
り
の
方

②
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
の

理
由
が
あ
る
方

③
学
生
で
親
元
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
で
、
親

元
の
収
入
が
基
準
額
未
満
の
方

【
免
除
さ
れ
た
期
間
】

保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期
間
の
年
金
額
は
、

通
常
の
３
分
の
１
と
低
額
と
な
り
ま
す
の
で
、

過
去
10
年
以
内
に
限
っ
て
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
追
納
制
度
と

い
い
ま
す
）

追
納
す
る
と
き
は
、
当
時
の
保
険
料
に
若
干

の
加
算
が
つ
き
ま
す
。

【
学
生
の
保
険
料
の
免
除
】

親
元
の
各
種
控
除
後
の
所
得
額
が
、
学
生
の

就
学
状
況
等
（
同
居
と
別
居
、
国
公
立
と
私
立

な
ど
）
に
応
じ
て
、
基
準
額
未
満
の
場
合
免
除

さ
れ
ま
す
。（
上
記
参
照
）

お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
福
祉
課
TEL
（
５
８
）

８
２
０
３
へ

同　居 別　居

国公立 約675万円 約740万円

私立 約770万円 約835万円

《参　考》
（平成10年度　サラリーマン４人世帯、１人学生の場合）

基準額を収

入ベースに

した場合

※基準額は、世帯の抱える学生の人数など形態に
応じて異なります。

卸
売
市
場
内
の
関
連
事
業
者
店
舗

へ
の
出
店
者
募
集

伊
勢
志
摩
総
合
地
方
卸
売
市
場

TEL
（
３
７
）５
０
５
０

人
形
劇
団
ど
む
ら
ん
新
作
公
演

ど
む
な
ら
ん
友
の
会

TEL
（
５
８
）７
７
９
４



（
社
）
日
本
綱
引
連
盟
で
は
地
域
の
人
々
に

交
流
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
第
２
回
全
国
ふ

れ
あ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
綱
引
き
大
会
を
開
催
し
ま

す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

６
月
27
日
（
日
）

▼
会
場

三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
競
技
種
目

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
、
ふ
れ
あ
い

の
部
、
小
学
生
の
部
、

▼
競
技
方
法

予
選
リ
ー
グ
お
よ
び
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
（
３
位
ま
で
が
進
出
）。

▼
参
加
料

無
料

▼
申
込
み
方
法
な
ど

５
月
14
日
（
金
）
ま
で

に
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
へ
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
可
（
２
２
）

７
７
１
０
。
詳
細
は
同
ア
リ
ー
ナ
へ
。

県
南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉
部
（
伊
勢
保

健
所
）
で
は
、
自
分
自
身
や
家
族
の
こ
こ
ろ
の

病
気
、
精
神
的
な
悩
み
な
ど
で
お
困
り
の
方
を

対
象
に
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

▼
日
時

毎
月
第
４
木
曜
日
　
午
後
１
時
〜
午

後
３
時
　
（
た
だ
し
、
６
月
は
第
３
、
９
月
は

第
５
、
12
月
は
第
３
木
曜
日
と
な
り
ま
す
。）

▼
場
所

県
南
勢
志
摩
県
民
局
保
健
福
祉
部

（
伊
勢
保
健
所
）

▼
相
談
員

精
神
科
医
、
保
健
婦
な
ど

▼
申
込
み
方
法

伊
勢
保
健
所
へ
電
話
で
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド
で
は
、
第
22

回
定
期
演
奏
会
（
玉
城
町
ほ
か
後
援
）
を
次
の

よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

６
月
20
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
開
演

▼
場
所

伊
勢
市
観
光
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

▼
そ
の
他

入
場
チ
ケ
ッ
ト
は
同
会
館
の
ほ
か
、

伊
勢
市
内
の
楽
器
店
で
発
売
中
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
事
務
局
村
林
さ
ん
へ
お

願
い
し
ま
す
。

法
務
局
で
は
、
よ
り
安
全
に
簡
単
な
方
法
で

会
社
や
法
人
の
代
表
者
の
印
鑑
証
明
書
を
交
付

で
き
る
よ
う
「
カ
ー
ド
式
印
鑑
間
接
方
式
」
を

導
入
し
ま
す
。
こ
の
た
め
津
地
方
法
務
局
伊
勢

支
局
で
は
、
５
月
17
日
か
ら
11
月
16
日
ま
で
を

準
備
期
間
と
し
、
新
方
式
導
入
の
た
め
の
作
業

を
行
い
ま
す
。

届
け
出
は
、
法
務
局
か
ら
「
印
鑑
カ
ー
ド
交

付
申
請
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

切
り
替
え
期
間
満
了
後
は
、
印
鑑
証
明
書
の

交
付
に
は
印
鑑
カ
ー
ド
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
忘
れ
ず
に
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
（
津
市
栄
町
）
で
は
、

毎
月
交
通
事
故
に
関
す
る
法
律
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
相
談
実
施
日

毎
月
第
１
木
曜
日
　
午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

▼
そ
の
他
お
願
い

・
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
法
律
相
談
は
、
一

人
30
分
で
す
。

・
予
約
制
で
す
。

・
相
談
は
無
料
で
す
。

・
時
間
内
に
相
談
が
有
効
に
行
え
る
よ
う
、
予

約
を
か
ね
て
事
前
に
交
通
事
故
相
談
員
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

・
相
談
者
は
事
故
の
状
況
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
で
き
る
よ
う
、
事
故
証
明
・
説
明
書
等
事
前

の
準
備
を
さ
れ
て
か
ら
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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サ
ン
ア
リ
ー
ナ
で

綱
引
き
大
会
開
催

三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

TEL
（
２
２
）７
７
０
０

伊
勢
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
バ
ン
ド

定
期
演
奏
会
開
催

事
務
局
代
表
　
村
林
茂
泰
さ
ん

TEL
（
２
４
）１
２
３
９

交
通
事
故
法
律
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い

県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

TEL
０
５
９（
２
２
８
）７
３
５
０

会
社
や
法
人
の
印
鑑
証
明
書
が

カ
ー
ド
で
簡
単
に

津
地
方
法
務
局
伊
勢
支
局

TEL
（
２
８
）６
１
５
８

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
開
催

伊
勢
保
健
所

TEL
（
２
７
）５
１
４
０
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労
働
基
準
監
督
局
の
指
定
教
習
機
関
と
し
て
、

労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
「
木
造
建
築
物
の

組
立
て
等
作
業
主
任
者
講
習
会
」
を
次
の
よ
う

に
開
催
し
ま
す
。

▼
対
象
者

軒
の
高
さ
が
５
㍍
以
上
の
木
造
建

築
物
の
構
造
部
材
の
組
立
て
、
ま
た
こ
れ
に
伴

う
屋
根
下
地
、
外
壁
下
地
の
取
り
付
け
作
業
を

行
う
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
日
程

５
月
17
・
18
日
　
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

▼
会
場

三
重
県
建
設
労
働
組
合
伊
勢
支
部
第

２
会
館

▼
受
講
料

６
０
０
０
円

▼
受
講
資
格

木
造
建
築
物
の
構
造
部
材
の
組

立
て
等
の
作
業
３
年
以
上
従
事
者

そ
の
他
、
詳
し
く
は
同
伊
勢
支
部
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
掘
削
面
の
高
さ
が
２
㍍
以
上
の
地
山

の
掘
削
作
業
を
行
う
方
を
対
象
と
し
た
、「
地
山

の
掘
削
作
業
主
任
者
」
講
習
会
も
６
月
７
日
・

８
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
職
を
希
望

さ
れ
る
方
の
た
め
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
表
計
算
実

践
講
習
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

前
期
　
６
月
１
日
〜
14
日

後
期
　
６
月
15
日
〜
28
日

毎
週
　
月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
15
分

▼
会
場

伊
勢
市
労
働
福
祉
会
館
（
伊
勢
市
瀬

田
町
）

▼
定
員

20
名

▼
内
容

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
と
表
計
算
の

基
礎

▼
受
講
料

無
料
（
教
材
費
自
費
負
担
）

▼
申
込
み
方
法

所
定
の
申
込
み
用
紙
（
公
共

職
業
安
定
書
に
あ
り
）
に
、
返
信
用
は
が
き
を

同
封
し
、
５
月
６
日
〜
12
日
ま
で
に
、
〒
５
１

４-

０
８
１
７
津
市
高
茶
屋
小
森
町
字
中
山
１
１

７
６-

２
　
三
重
県
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
へ
。

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

「Together with OKINAWA（沖縄と共に）」を

テーマに、女子プロゴルフツアーの開幕戦が３月５

日から７日まで、村内の「琉球ゴルフ場（6260ヤー

ド、パー72）で開催され、大勢のギャラリーが観戦

に訪れました。

大会には、昨年初の賞金女王に輝いた、服部道

子や岡本綾子、平瀬真由美プロらが名を連ね、白熱

したプレーを展開しました。

また、商工会青年部や婦人会、役場職員などが

ボランティアとしてキャリングボード、ギャラリー

の整理に協力して大会を盛り上げました。

決勝戦前日には、プロとボランティアの交流会

が催され、ツーショットで記念撮影する光景がいた

るところで見受けられ、楽しいひとときを過ごしま

した。

プロと交流するボランティアら

◆ C O L U M N ◆

沖縄玉城村発

From Okinawa - Tamagusuku Village

沖縄県玉城村役場　TEL 098（948）7111
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1才6ヵ月健康診査
………5月19日（水）
受付時間　13：00～13：30
場所 町保健福祉会館
対象　平成9年8月1日～9年9月30日
生まれのお子さん
＊該当児には個人通知いたします。

保健衛生カレンダー
の訂正とお詫び
４月号の広報にはさみ込みしまし
た『保健衛生カレンダー』に間違
いがありましたので、下記のとお
り訂正してお詫びいたします。
＜福祉相談の日程＞
５月3日、６月14・15日、12月13・14日

↓
６月14・15日、12月13・14日

いきいきほのぼのネットワーク
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今
月
の
表
紙

◆人の動き（平成11年4月1日現在）
●人口　14,316人（+  9人）
●男　7,002人（+  3人）
●女　7,314人（+  6人）

●世帯数　4,108世帯（+8世帯）
（ ）は3月1日以降の増減

■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務課 TEL 58 - 8200
●税務課 TEL 58 - 8201
●住民課 TEL 58 - 8202
●福祉課 TEL 58 - 8203
●農林課 TEL 58 - 8204
●建設課 TEL 58 - 8205
●都市計画課 TEL 58 - 8206
●水道課 TEL 58 - 8207
●下水道課 TEL 58 - 8207
●財政課 TEL 58 - 8208
●商工振興課 TEL 58 - 8209
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育総務課 TEL 58 - 8212
●社会教育課 TEL 58 - 6331

■玉城病院 TEL 58 - 3039
■老人保健施設 TEL 58 - 3770
（ケアハイツ玉城）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
■ふるさと味工房 TEL 58 - 8686
■夢工房たまき TEL 58 - 7696
■青少年相談センター TEL 58 - 4108
■南勢広域斎場 TEL 28 - 5120
■在宅介護支援センター TEL 58 - 8181

休日・夜間当直室　
158ー8213
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子育てサークル
………5月11日（火）
時間　10：00～11：30
場所　町保健福祉会館
内容 「外遊び」
お気軽にご参加ください。

乳幼児相談
………5月27日（木）
時間　9：30～15：00
場所　町保健福祉会館
対象　生後2ヵ月～3才までの

お子さん
身体計測、離乳食（栄養）や子育て
全般に関する相談
＊ 母子手帳をお持ちください。

マタニティ教室
………5月23日（日）
テーマ：妊娠中の栄養・生活について

………5月30日（日）
テーマ：妊婦体験・沐浴実習
時間　13：00～15：30
場所　町保健福祉会館
＊ご希望の方は町保健福祉会館まで
お申し込みください。

リハビリ教室
家に閉じこもりがちになっていま
せんか？
寝たきり、寝かせきりになっていな
いでしょうか？
加齢とともに身体の機能は低下傾
向にあります。機能の低下を防ぐ
場・仲間づくりの場としてリハビリ
教室を活用してください。

日時　5月13日（木）・5月25日（火）
時間　13：30～15：30
場所　町保健福祉会館
内容　健康チェック、軽体操、ゲー
ム、理学療法士、作業療法士による
機能チェック・機能訓練指導など
対象　脳血管疾患、その他の疾病等
により在宅でのリハビリを望む方、
必要とされる方
＊ご希望の方は町保健福祉会館まで
お申し込みください。

健康教育
～シルバー健康体操～
………5月20日（木）
時間　14：00～16：00
場所　町保健福祉会館
内容 高齢者の方向けの指体操から
始まり、呼吸法等を中心とした全
身の血行をよくするための体操
＊ ご希望の方は町保健福祉会館ま
でお申し込みください。

生活習慣病予防の
ための料理教室
………5月26日（水）
時間　9：30～12：00
場所　町保健福祉会館
料金　無料
ご希望の方は、町保健福祉会館へ
お申し込みください。
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